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リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
と
廃
棄
物
や
不

用
品
の
再
利
用
、あ
る
い
は
環
境
問
題

な
ど
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

対
象
に
は
い
わ
ゆ
る
物
以
外
に
も
、記

録
や
情
報
が
あ
り
ま
す
。こ
こ
で
は
公

文
書
館
の
役
割
を「
リ
サ
イ
ク
ル
」と
い

う
視
点
か
ら
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

 

記
録
の
目
的

　

公
文
書
館
に
は
様
々
な
記
録
が
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
。県
の
機
関
で
作
成
・
取

得
さ
れ
た
公
文
書
や
、県
内
の
個
人
の

お
宅
に
保
管
さ
れ
て
い
た
昔
の
書
類
、

例
え
ば
江
戸
時
代
の
パ
ス
ポ
ー
ト（
往

来
手
形
）や
手
紙
、明
治
時
代
の
家
計
簿

や
教
科
書
、学
習
帳
、昭
和
戦
前
期
の

写
真
な
ど
、そ
の
種
類
や
時
代
は
実
に

様
々
で
す
。

　

し
か
し
、こ
れ
ら
の
記
録
は
公
文
書

館
で
保
管
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。公
文
書
は
県
の
事

務
や
事
業
を
実
施
す
る
と
き
の
計
画
・

執
行
の
記
録
で
あ
り
、行
政
事
務
を
適

切
に
施
行
し
説
明
責
任
を
遂
行
す
る
た

め
に
作
ら
れ
る
も
の
で
す
。江
戸
時
代

の
往
来
手
形
は
人
々
が
関
所
を
通
過

す
る
と
き
に
欠
か
せ
な
い
旅
の
パ
ス

ポ
ー
ト
で
し
た
。家
計
簿
は
家
の
出
費

を
計
画
的
に
す
る
た
め
の
備
忘
の
記

録
で
あ
り
、学
習
帳
は
勉
強
の
効
果
を

上
げ
る
た
め
の
帳
面
と
し
て
使
わ
れ

た
も
の
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
記
録
は
、そ

れ
ぞ
れ
の
目
的
の
た
め
に
作
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、当
初
の
目
的
が
終
わ
れ

ば
そ
れ
ら
の
多
く
は
用
済
み
と
な
り
、

人
々
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
か

廃
棄
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

 

新
た
な
役
割

　

と
こ
ろ
が
記
録
の
中
に
は
、作
成
当

初
の
目
的
が
果
た
さ
れ
て
も
、時
を
経

る
こ
と
に
よ
り
新
た
な
役
割
を
持
つ

よ
う
に
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。そ
れ

ら
に
は
、公
文
書
館
で
保
存
さ
れ
る
と

き
あ
る
共
通
の
特
徴
が
現
れ
ま
す
。そ

れ
は
記
録
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

公
文
書
館
は
こ
う
し
た
記
録
を

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ（
記
録
資
料
）と
呼
び
、

平
成
５
年
の
開
館
以
来
、作
成
元
の
種

類
あ
る
い
は
作
成
時
期
を
問
わ
ず
、持

続
的
な
価
値
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
記

録
を
、見
出
だ
し
、収
集
し
、整
理
し
、保

存
し
て
、県
民
の
皆
様
に
提
供
し
て
い

ま
す
。こ
れ
が
、公
文
書
館
の
記
録
の
リ

サ
イ
ク
ル
で
す
。

　

公
文
書
館
で
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
記

録
は
、人
々
や
組
織
の
活
動
、出
来
事
を

後
世
に
伝
え
る
と
い
う
重
要
な
役
割
の

も
と
、公
文
書
館
で
の
閲
覧
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、公
文
書
館
が
開
催
す
る
展

示
や
講
座
な
ど
で
活
躍
を
始
め
ま
す
。

　

神
奈
川
の
歴
史
を
た
ど
る
資
料
が
た

く
さ
ん
保
管
さ
れ
て
い
る
公
文
書
館

に
、皆
さ
ん
も
一
度
足
を
運
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

 

記
録
を
伝
え
る

　

１
ペ
ー
ジ
の
写
真
は
、神
奈

川
県
の
移
動
図
書
館（
ブ
ッ
ク
・

モ
ー
ビ
ル
）で
す
。昭
和
30
年
か

ら
昭
和
59
年
ま
で
、県
内
の
読

書
施
設
の
な
い
市
町
村
を
定

期
的
に
巡
回
し
な
が
ら
図
書
館

の
普
及
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

写
真
の「
さ
が
み
の
号
」に
は
約

１
、２
０
０
冊
の
貸
し
出
し
用

図
書
の
ほ
か
、映
写
機
、レ
コ
ー

ド
・
プ
レ
ー
ヤ
ー
な
ど
が
積
ま

れ
、夜
間
照
明
も
備
え
ら
れ
て

い
ま
し
た（『
神
奈
川
県
立
図
書

館
50
年
の
歩
み
』か
ら
）。

　

こ
の
写
真
は
、『
県
の
た
よ
り

No
８
』（
昭
和
34
年
３
月
）に
掲

載
さ
れ
た
も
の
。公
文
書
館
の

書
庫
で
保
管
さ
れ
て
い
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
写
真
の
台
紙
に
は
、「
読

み
仲
間
を
つ
く
ろ
う
」「
津
久
井

郡
城
山
町
に
お
け
る
移
動
図
書

館
」と
い
う
手
書
き
の
メ
モ
が

添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

記
録
の
リ
サ
イ
ク
ル

～
公
文
書
館
で
記
録
は
生
き
返
る
～

記
録
の
リ
サ
イ
ク
ル

～
公
文
書
館
で
記
録
は
生
き
返
る
～
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今
回
は
駅
・
車
両
・
路
線
・
工
事
・
事
故

の
記
録
な
ど
か
ら
、明
治
か
ら
昭
和
に

い
た
る
ま
で
の
県
内
の
隠
れ
た
鉄
道

の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

内
容
別
の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
１
）東
神
奈
川
駅
が
で
き
る
ま
で

（
２
）駅
名
は
な
ぜ「
大
雄
山
」な
の
か
？

（
３
）鉄
道
省
の
海
の
家

（
４
）戦
時
下
の
路
面
電
車

（
５
）超
特
急
へ
の
挑
戦

（
６
）歩
道
上
に
張
り
出
し
た
旧
桜
木
町

　
　

駅

（
７
）桜
大
線
が
根
岸
線
に
な
る
ま
で

（
８
）和
田
町
四
号
踏
切
と
第
三
帷
子
川

　
　

橋
り
ょ
う

（
９
）バ
ス
が
燃
え
て
横
浜
市
電
は
…

（
10
）横
浜
市
電
井
土
ヶ
谷
線
の
開
通

（
11
）横
浜
市
の
ト
ロ
リ
ー
バ
ス

（
12
）京
王
相
模
原
線
の
橋
本
延
伸

　

当
館
１
階
の
展
示
室
で
開
催
し
て

お
り
ま
す
。皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
最
初
の
鉄
道
が
新
橋
・
横

浜
間
に
開
業
し
た
の
は
、明
治
５

（
１
８
７
２
）年
の
こ
と
で
し
た
。本
年

は
鉄
道
開
業
140
周
年
に
あ
た
り
、神
奈

川
県
の
鉄
道
に
と
っ
て
も
記
念
の
年

で
す
。

　

本
展
で
は
そ
う
し
た
鉄
道
の
歴
史

を
、当
館
収
蔵
の
歴
史
資
料
で
あ
る
公

文
書
や
古
文
書
、私
文
書
な
ど
に
よ
り

紹
介
し
ま
す
。昨
年
実
施
し
た「
鉄
道

が
か
さ
ね
た
日
々
」展
に
引
き
続
き
、

　

今
回
取
り
上
げ
る
資
料
は
、｢

往
来
手
形｣

と
よ
ば
れ
る
も
の
で
す
。こ
れ
は
、江
戸
時

代
、庶
民
が
旅
行
を
す
る
際
に
必
ず
携
帯

し
た
身
分
証
明
書
に
な
り
ま
す
。１
行
目

の｢

表
題｣

部
分
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　

１
文
字
目
の　
　
（
差
）は
、三
画
目
の
横

棒
が
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
れ
以
外
は

楷
書
と
同
じ
で
す
。２
文
字
目
の　
　
（
上
）

は
、楷
書
で
は
二
画
目
の
横
棒
が
一
画
目
に

書
か
れ
て
い
る
上
に
、｢

ヽ｣

に
な
っ
て
い
る

の
で
分
か
り
づ
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。３

文
字
目
の　
　
（
申
）は
、｢

中｣

と
似
て
い
ま

す
が
、資
料
最
終
行
の｢

御
役
人
中
様｣

に
あ

る
よ
う
に
、｢

中｣

は
楷
書
と
同
じ
形
で
書
か

れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。｢

差｣

も｢

上｣

も

｢

差
上
申
～｣

と
い
う
表
題
に
多
用
さ
れ
る

こ
と
が
わ
か
れ
ば
、判
断
し
や
す
い
で
す
。

４
文
字
目
の　
　
（
手
）は
楷
書
と
同
じ
で

す
が
、こ
の
資
料
の｢

手｣

は
縦
棒
が
若
干
短

く
な
っ
て
い
る
の
で
、注
意
し
ま
し
ょ
う
。

５
文
字
目
の　
　
（
形
）は
、部
首
の　
　

（
さ
ん
づ
く
り
）が
わ
か
れ
ば
判
断
で
き
ま

す
。６
文
字
目
の　
　

は｢

之｣

、７
文
字
目

の　
　

 

は｢

事｣

で
、い
ず
れ
も
楷
書
と
同

じ
で
す
。以
上
で
表
題
は｢

差
上
申
手
形
之

事（
さ
し
あ
げ
も
う
す
て
が
た
の
こ
と
）｣

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
往
来
手
形
は
、一
般
的
な
往
来
手
形

と
違
い
、関
所
を
通
行
す
る
た
め
に
記
さ
れ

た
も
の
で
、手
形
所
有
者
の
名
前
や
檀
那
寺

（
だ
ん
な
で
ら
）が
省
略
さ
れ
、通
行
者
の
人

数
と
旅
の
目
的
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
塩
家
文
書「
往
来
手
形
」か
ら

初
級
２

　当館で保存している古文書を紹介しなが
ら、その読み方などを解説するコー
ナーです。当館ホームページ「古文書
解読Web講座」にも掲載しています
ので、合わせてご覧ください。

http://www.pref.kanagawa.
jp/cnt/p420959.html

Let’ｓ Try! こもんじょLet’ｓ Try! こもんじょ

企
画
展
示

　

鉄
道
が
か
さ
ね
た
日
々
Ⅱ

開
催
期
間　

９
月
15
日
～
12
月
16
日

企
画
展
示

　

鉄
道
が
か
さ
ね
た
日
々
Ⅱ

開
催
期
間　

９
月
15
日
～
12
月
16
日

相模鉄道 和田町駅付近の踏切（昭和40年）
神奈川新聞社所蔵
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ー 交通の案内 ー
電車の場合

車の場合

相鉄線「二俣川駅」下車、徒歩17分又は
相鉄バス「運転試験場循環」で「運転試験場」下車徒歩3分

「保土ヶ谷バイパス」本村インターから6分

◆
古
文
書
解
読
入
門
一
日
講
座

　
（
定
員
50
人
）　　

12
月
２
日（
日
）

◆
古
文
書
解
読
入
門
講
座（
定
員
140
人
）

　

２
月
３
日
～
３
月
10
日
の
各
日
曜
日

　
（
全
６
回
）

（
利
用
時
間
）

　

閲
覧
室　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

会
議
室　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

（
利
用
方
法
）

　

閲
覧
室
に
開
架
さ
れ
て
い
る
資
料

は
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。ま
た
、書

庫
内
の
資
料
は
受
付
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。展
示
見
学
は
無
料
で
す
。

ご
自
由
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
企
画
展
示

　
「
鉄
道
が
か
さ
ね
た
日
々 

Ⅱ
」　

　

12
月
16
日（
日
）ま
で

　
「
春・夏・秋・冬
」記
録
の
は
な
し 

　

１
月
17
日（
木
）～
３
月
31
日（
日
）

◆
ミ
ニ
展
示

　
「
公
文
書
館
資
料
に
み
る
大
正
100
年
」

　

10
月
5
日（
金
）～
12
月
27
日（
木
）

　
「
関
口
家
文
書
に
み
る
江
戸
時
代　

　

村
の
事
件
」

　

１
月
５
日（
土
）～
３
月
31
日（
日
）

◆
常
設
展
示

　
「
記
録
が
歴
史
を
語
る
ま
で
」

　
● 

歴
史
的
公
文
書
の
保
存

　
● 

古
文
書
・
私
文
書
の
整
理
か
ら

　
　

  

公
開
へ

　
● 

歴
史
資
料
所
在
調
査
の
概
要

　
　

  

３
月
31
日（
日
）ま
で

　
● 

資
料
の
修
復

　
　

  

10
月
５
日（
金
）～
３
月
31
日（
日
）

◆
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
出
張
講
座

　
（
定
員
100
人
）

　

10
月
27
日（
土
）10
時
30
分
～
16
時

　

横
浜
市
長
浜
ホ
ー
ル（
横
浜
市
金
沢
区
）

　
※
往
復
は
が
き
か
メ
ー
ル
で
10
月
15
日

　
　

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

正
」と
題
し
、地
域
の
政
治
・
経
済
面

の
指
導
者
で
あ
っ
た「
地
方
名
望
家
」

が
大
正
と
い
う
時
代
を
ど
の
よ
う
に

生
き
た
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

　

写
真
の
資
料
は
大
正
天
皇
即
位
時

に
大
綱
村（
現
在
の
横
浜
市
港
北
区
）

の
飯
田
助
大
夫
が
新
た
な
時
代
へ
の

期
待
を
込
め
た
所
感
を
述
べ
た
も
の

で
す
。こ
の
他
に
も
地
域
社
会
の
様

子
や
、関
東
大
震
災
、公
害
問
題
な
ど

へ
の
取
り
組
み
を
展
示
す
る
予
定
で

す
。

　

今
年
は
大
正
元（
１
９
１
２
）年
か

ら
数
え
て
ち
ょ
う
ど
100
年
に
当
た
り

ま
す
。多
く
の
書
籍
や
雑
誌
な
ど
で

「
大
正
100
年
」と
銘
打
つ
特
集
が
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

公
文
書
館
に
は
こ
の
時
期
の
資
料

も
多
数
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、そ
こ
か

ら
明
ら
か
と
な
る
当
時
の
状
況
や
未

発
見
の
事
実
等
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。そ
こ
で
、平
成
24
年
度
第
３
回
の

ミ
ニ
展
示
で
は
、「
公
文
書
館
資
料
に

み
る
大
正
100
年
」と
題
し
て
、大
正
と

い
う
時
代
の
諸
相
を
、前
期
と
後
期

に
分
け
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

前
期
は「
神
奈
川
か
ら
描
く
大
正

の
始
ま
り
と
終
わ
り
」と
題
し
、大
正

天
皇
の
即
位
と
崩
御
を
取
り
上
げ
、

そ
れ
に
か
か
わ
る
様
々
な
事
象
を
当

館
所
蔵
の
歴
史
資
料
で
あ
る
公
文
書

や
古
文
書
・
私
文
書
な
ど
を
用
い
る

こ
と
で
、当
時
の
人
々
が
大
正
天
皇

の
即
位
と
崩
御
を
ど
う
捉
え
、そ
し

て
行
動
し
て
い
た
の
か
を
描
き
ま

す
。

　

後
期
は「
地
方
名
望
家
に
み
る
大
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ミ
ニ
展
示

 
「
公
文
書
館
資
料
に
み
る
大
正

100
年
」

開
催
期
間　

10
月
５
日
～
12
月
27
日

ミ
ニ
展
示

 
「
公
文
書
館
資
料
に
み
る
大
正

100
年
」

開
催
期
間　

10
月
５
日
～
12
月
27
日

展
示
の
ご
案
内

館
利
用
の
ご
案
内

講
座
の
ご
案
内


